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【スライド1】
選考委員長を務めさせ

ていただいております自
治医科大学の永井です。

毎年この機会に『ヘル
スリサーチが目指すもの』
について、お話をさせて
いただいてまいりました。
しかしながら、今日の発
表あるいは今回の応募等
を拝見しますと、あまり
心配は要らなくなったと
いう印象を受けました。
かつては、ヘルスリサーチの課題として、ゲノム研究や臨床試験などが申請されていまし
た。しかし、このファイザーヘルスリサーチが求めているテーマとは違います。

【スライド2】
もう一度、ヘルスリサー

チの概念に戻ります。
スライドは 23 ～ 4 年前

の財団の設立に関わった
方々によるヘルスリサー
チの目的です。この経緯
は2012年、13年版の『財
団の歩み』、あるいは『20
周年記念誌』に掲載されて
おります。

すなわち「ヘルスリサー
チ」は、一人ひとりのクオリティー・オブ・ライフの向上を目的として、自然科学や社会
科学の成果を基に、全ての人が最高の医療を享受できるための仕組みを研究することであ
り、特に強調されているのは、医療の受け手側からの観点であることです。これがこのヘ
ルスリサーチの非常に重要なポイントです。そして、これに関わる要素を効率的・効果的
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な社会システムとして方向付けするということです。

【スライド3】
この財団の設立に関わ

られた方々です。
宇澤先生は経済学者で

公共的社会資本という考
えを打ち出されました。
今日でも医療提供体制や
医療制度の在り方を論ず
る際に、宇澤先生のお名
前がしばしば出てきます。
その他、大変立派な先生
がたがヘルスリサーチの
概念を作られました。

【スライド4】
ヘルスリサーチは学融合的・学際的な研究です。具体的なテーマは、医療の受け手の環境、

保健医療技術の評価、保健医療研究の成果・資源の配分、あるいは資源の開発、医療の受
け手に関する研究などをあげることができます。

今年の申請テーマはいずれもこの概念に沿った申請でした。
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【スライド5】
人間の生老病死に関わ

る研究にはいろいろなアプ
ローチがあります。とくに
個人的な価値観、ケアのあ
り方、QOL、こころの理解、
行政、社会システム、経済
要因、環境要因、国際比較
からの理解など、多面的な
アプローチが重要です。

【スライド6】
医療は社会的な問題と密接な関連があります。医療の在り方は国によって違います。欧

米のシステムが日本で成功するわけでもありません。日本に固有の医療問題を理解してお
く必要があります。ある意味での“場”です。医療にも“場”があり、日本はヨーロッパ型
でもアメリカ型でもないということを、まず理解する必要があります。

アメリカの医療は市場
原理です。これは、もち
ろんリッチな方はよりよ
い医療を受けられるとい
うことでありますが市場
原理は専門医の数まで決
定します。

日本の医療は市場原理
でも国家管理でもありま
せん。したがって互いの
立場を尊重して、日本独
自の方法で解決しなけれ
ば な り ま せ ん。 こ こ に、
ヘルスリサーチのテーマ
があります。

【スライド7-1】
これは社会保障制度改

革国民会議の報告書です。
現在、話題になっている
キーワードが並んでいま
す。これらはすべてヘル
スリサーチのテーマです。
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【スライド7-2】
最近1、2週間の間の資料からキーワードを拾ってみました。『病床機能の分担』、『専門医

制度のあり方』、『総合医のあり方』、『医師看護師の需給』、『医師偏在対策』、『医療者の働
き方』、『医療費の地域格差の半減』、『慢性期の医療・介護・福祉サービスの提供のあり方、
規制の改革』、『医療・介護情報の活用』、『ヘルスケア産業の振興』、『医療資源のワイズス
ペンディング』、『地方創生』、『Society5.0』、『ビッグデータ・人工知能』…こうした言葉と
医療の関わりを考えれば、
ヘルスリサーチの課題を
見つけることができます。

【スライド8】
ヘルスリサーチは医療・

介護の現場で起こってい
る問題の実証的解明と解
決策の提示を行うことが
目的です。

これまで機会をとらえ
てヘルスリサーチについ
て解説してきましたが、
ほ ぼ 共 有 で き る よ う に
なったと思います。

なお申請書を拝見して
いますと、まだ改善すべ
き点があるように思いま
す。申請書は課題をしっ
かり提示して、仮設と予
備データを提示し、対象
と方法を明確に示す。さ
らに研究の意味、意義を
述べることが重要です。

【スライド9】
ヘルスリサーチといえ

ども科学研究ですから、課
題を設定し、仮説を立て実
験をする、いくつかの要素
に注目してデータを集め
る。分析をして、できるだ
け因果関係に基づいて理
解する、さらにこれを検証
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する、というプロセスに従います。
社会科学系の研究ではこういうプロセスが明確でないことがあります。
ですから、社会学的なヘルスリサーチについても、できるだけこういう枠組みを取ると

分かりやすい。申請書も読みやすいということになります。

【スライド10】
申請書では、分かってい

ないことは何かを書いて
ほしい。この研究では何
を明らかにしようとして
いるか、いわゆる知識の
ギャップを示すことが重
要です。背景の中に否定文
を置く必要があります。否
定文があると、そこを基
にして全体の構造を解く
ことが容易になります。

若い研究者では、今ま
での研究とのつながりも重要です。思い付きの研究ではないということを示していただき
たいと思います。また、その人でないとできない研究申請を書いてください。誰でもでき
る研究、どこでもできる研究は、時間と労力の無駄です。こうした点が審査のポイントに
なります。

【スライド11】
本年の応募総数は160件、国際共同研究 39件、国内共同研究・年齢制限なし79件、国

内共同研究・39歳以下が42件でした。審査は大変ですが、これからもできるだけ多くの応
募を期待しています。
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【スライド12】
競争率は約5倍でした。なお研究助成は若い方々をより重視して手厚く採択しています。

39歳以下の若い方々は先ほどお話ししたような申請書を書くと、採択の確率は高くなり
ます。

【スライド13, 14】
（国際共同研究助成受賞者8名の研究テーマと氏名を読み上げた）
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【スライド15～18】
（国内共同研究・年齢制限なしの受賞者15名の氏名を読み上げた）
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【スライド19～22】
（国内共同研究・39歳以下の受賞者16名の氏名を読み上げた）

スライド 18

スライド 19

スライド 20



- 262 -

採択された皆さまがたには、心よりお喜び申し上げますとともに、先ほどお話ししたよ
うなことを念頭において、さらにたくさんの研究費を取って研究を発展していただければ
と思います。

本日はおめでとうございます。
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